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日本産３種肺吸虫セルカリアの走査

電子顕微鏡的体表構造の比較

肥後広夫石井洋

（昭和58年２月７日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｐａ７ｃｚｇｏ"z脚zJs，cercaria，scanningelectronmicroscopy

肺吸虫セルカリアの種別標徴については，光顕による

炎細胞，体表毛の分布及びmucoidglandsの比較形態学

的な詳細な研究がある(Ameel，１９３４；Yamaguti,1943；

Ｋｏｍｉｙａａｎｄｌｔｏ，１９５０；扇田，１９５４；小宮ら，1960；

横川ら，1960；ＫａｍｏｅｔａＪ.，１９６７；MiyazakietaZ.，

1968)．また，走査電子顕微鏡（SEM）レベルでの研

究としては，石井・宮崎（1968）の佐渡肺吸虫及び著

者ら（1980）によるウェステルマン肺吸虫の報告があ

る．特に後者は試料作製の改良により，皮鰊及び感覚乳

頭の微細形態に興味ある知見を得た．肺吸虫セルカリア

の表面形態をＳＥＭレベルで観察することは，比較形態

学的重要さのみならず，第１中間宿主から第２中間宿主

に移り被嚢する過程を追究する上にも意義がある．ま

た，ウェステルマン肺吸虫及び宮崎肺吸虫の第１中間宿

主に寄生するNanophyetidae科の短尾セルカリア（Fi-

limonova,1963,1964；Brendow,１９７０；斉藤ら，1977；

HatsushikaandMaeiima，1978）との比較という点か

らも興味深い．

本研究は，大平肺吸虫(P.o)，小形大平肺吸虫(P.i)，

宮崎肺吸虫（P、）各種セルカリアの表面形態を先に報

告したウェステルマン肺吸虫（P.ｗ）のそれとＳＥＭレ

ベルで比較し，肺吸虫セルカリアの表面形態に特徴的な

点とその機能について考察する．

ジウムを遊出させた．このミラシジウムをミヤイリガイ

Ｏ"cowem"fα〃osqPho7aに感染させ，３～４カ月飼育

した後自然遊出あるいは貝の破砕により成熟セルカリア

を回収した．Ｐ.ｍセルカリアは，山口県岩国市六呂師の

アキヨシホラアナミジンニナＢｙｔｈ伽Zｍ（Ｍｂγｉα）α〃・

yoWe"s/ｓに自然感染するものを用い，貝の破砕により

セルカリアを得た．

これらのセルカリアを，0.1％のＮａＨＣＯ３を含む１％

パンクレアチンで３７Ｃ'１～２時間よく洗浄した後，

３％グルタールアルデヒド（Millonig,ｓｂｕｆｆｅｒｐＨ７､4）

と１％オスミック酸（同buffer）で二重固定を行なっ

た．その後アルコール系列により脱水し，臨界点乾燥後

金スパッタコーティング処理をしＪＳＭ－Ｕ３型ＳＥＭを

使用し，加速電圧１５ｋＶで観察した．

結果

Ｐ.o，Ｐ.i,Ｐ.ｍの各種セルカリアともＳＥＭによる表

面形態は，基本的に著者らが報告したＰ.ｗ(肥後ら，

1980)のそれと同じである．体部は長楕円体で,３種とも

長さが90-130ｐｍ，幅40-50’ｍである．腹側前端部

に口吸盤があり，中心よりやや後方部に腹吸盤がある

(Fig.２)．体の後端部には直径約10脚の球形あるいは

楕円体の尾部が認められる(Figs､１，２，１１，１２)．

セルカリアの表面は皮辣で被われるが，体前端部と尾

基部の２カ所は皮練を欠く（Figs、３，４，１６)．この皮

辣は体表の数カ所に群生する長さ２/ｚｍ以上の大型の皮

辣と，それ以外の部分にみられる小型の皮練に分けられ

る．ノj､型皮輔の大きさは，長さ１.叩、以下，基部の直径

0.5/αｍ以下であるが，大型皮鰊の周囲では小型から大型

に徐々に移行する．この小型皮練は今回の３種が前報の

材料と方法

Ｐ.ｏおよびＰ.ｉセルカリアは次のようにして得た．

鹿児島県川内川河口及び奄美大島のクロベンケイに自然

感染するメタセルカリアをラットに感染させて成虫を

得，その子宮内虫卵を２７Ｃで約２週間培養してミラシ
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Ｐ.ｗよりわずかに大きく，形態的な差は認められない

大型皮練は背側前端部（Figs､３，５)，口吸盤後方部

(Figs､６，７，８)，腹吸盤周辺部(Figs、９，１０)，腹側後

方部（Figs、１１，１２，１３，１４，１５)，尾先端部（Fig.１６）

の５カ所に群生する．このうち口吸盤後方部と腹側後方

部に群生する大型皮辣は，種による大きさの変異が著し

い．この２カ所の大型皮赫の大きさを長さと基部の幅に

ついて比較したのがＴａｂｌｅｌである．Ｐ.o，Ｐｊではこ

れら皮練の大きさはほぼ同じであるのに対し，Ｐ.ｗは著

しく小さい．Ｐ.ｍはこの２つのグループの中間値をと

る．また，腹側後方部の大型皮鰊は，Ｐ.o,Ｐ.iでは比較

的狭い範囲にまとまって群生するのに対し（Fig.１１)，

Ｐ.ｍ，Ｐ.ｗは腹吸盤後方部から尾部の周辺まで，広い

範囲にわたって群生する（Fig.１２)．大型皮鰊は腹側後

方部で種により形態が異なる．すなわち，Ｐ.o，Ｐ.iは太

い鰊状の傾向が強〈（Figs、１３，１４)，Ｐ.ｗは漏斗状で

基部は太いが途中から先端にかけて急に細くなる．Ｐ.ｍ

は２つのグループの中間の形態を示す（Fig.１５)．腹吸

盤周辺部の大型皮練も顕著ではないが，同じ傾向を示す

（Figs､９，１０)．上記２カ所以外の大型皮赫は種間で差

はなく赫状あるいは毛状である（Figs、３，５，６，７，８，

１６)．

ＳＥＭレベルにおける感覚器官の配列は，個体差が

あり必ずしも一定のパターンが得られないしかし今

回調べた３種及び著者ら（1980)が報告したＰ.ｗの感覚

器官の基本的な配列パターンは同じと考えられる．すな

わち配列は左右対称で，口吸盤の周囲に30-35対(Fig.

4)，背側と側面に25-30対，口吸盤を除く腹側に約１０

対，それに尾部の背側に１個分布する（Fig.１６)．線毛

を持たない乳頭が口吸盤の後方部に1対（Fig.４)，腹吸

盤の周囲に６個（Fig.２０）観察されるが，それ以外は

すべて線毛を持つ乳頭である．線毛を持つ感覚乳頭は，

線毛の基部を取り囲むcollarの有無，その下の外,皮の

膨隆の有無等により分けられる．肺吸虫セルカリアの場

合，腹側のものはほとんどがcollarを持ち（Fig.１７)，

背側，側面ではcollarを持つものと持たないものがみら

れる(Fig.１９)．外皮の膨隆は口吸盤後方部及び体の背

側，側面の乳頭によく発達しているものがみられ(Figs、

１７，１８，１９)，また，口吸盤周辺部及びその後方部，

それに背側，側面前方部には，長い線毛を持つ乳頭が

多い（Figs、１７，１８，１９)．

口吸盤周辺部の乳頭には，線毛を取り囲むcollarと

線毛の問から細い線毛様の構造物が観察される（Fig.

18)．この構造物の大きさは長さ0.3-0.8'ｍ，直径約

0.07βｍである．これと同じものが口吸盤及び腹吸盤を

取りまいて帯状に群生する(Figs、４，１８)．その内側には

小型皮練が群生し，腹吸盤では帯状を呈する(Fig.１０)．

考察

前報（1980）及び今回のＳＥＭによる観察から，肺

吸虫セルカリアの体表には大型皮練が５カ所，すなわち

背側前端部，口吸盤後方部，腹吸盤周辺部，腹側後方部

及び尾先端部に群生することが明らかになった．さらに

腹側後方部の大型皮赫は種間で差がみられ，Ｐ.o,Ｐ.iの

太い疎状の皮練が尾部の約10似、前方に集中して群生す

るのに対し,Ｐ.ｗの皮練はＰ.ｏ,Ｐ.iに比べて小さく基部

以外は細く，これが尾部から腹吸盤の近くまで広い範囲

にわたってみられる．Ｐ.ｍのこの部位の皮練は両グルー

プの中間の形態を示す．扇田（1954）は光顕でＰ.ｏセル

カリアを観察し，Ｐ.ｏの腹吸盤下部に密生する毛はＰｗ

の軟らかく細い疎らな毛に比べて特徴的であるとしてい

るが，これはＳＥＭによる腹側後方部の大型皮鰊の分

TablelMeasurementsoflarge-sizeｄｓｐｉｎｅｓｉｎｐｏｓｔｅｒｉｏｒｒｅｇｉｏｎｏｆｔｈｅ

ｏralsuckerandposteroventralextrｅｍｉｔｙｏｆＰαγαgo"〃"s

mesZeγ'"α"i，Ｐ・ｍｉｙａｚａ肺，Ｐ・ｏｈｉｒａｉａｎｄＰ、

iZo肋"e"e"siscercariae．（ｉｎβ、）

Ｐ，ｏｈｉγαｉＰ．〃◎たtszJe"e花s7s
■

Ｐ・meszeγ”α"ｉＰ．'"ｉｙａｚαたが

ＬｅｎｇｔｈＡ

Ｗｉｄｔｈ

４．５－７．０

０．４０－０．５０

３．０－５．０

０．２０－０．３０

４．５－９．５

０．３０－０．５０

４．０－７．０

０．２５－０．３５

３．０－７．０

０．５０－０．７０

ＬｅｎｇｔｈＢ

Ｗｉｄｔｈ

３．５－８．０

０．３５－０．７０

１．５－３．０

０．２５－０．３０

３．０－６．０

０．２５－０．６０

Ａ：Posteriorregionoftheoralsucker．

Ｂ：Posteroventralextremity．

（２）
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方部の大型皮練は大きさ，形態で種間に差異がみられ，

P.。,Ｐ.ｉはＰ.ｗに比べて大きく，形は太い鰊状あるい

は根棒状であるのに対し，Ｐ.ｗは小さく，基部をすぎる

と急に細くなる．Ｐ.ｍはこの２つのグループの中間の形

態を示す．感覚乳頭は左右対称に配列し，特に口吸盤周

辺部を中心とする体前端部に多くの乳頭が観察される．

皮赫，乳頭の形態及び分布は腹側後方部の大型皮鰊を除

いて４種問で基本的に同じである．一方，皮赫，乳頭の

機能は宿主転換の際に重要な役割を果していると思われ

る．

布及び形態に一致する．皮疎の機能についてBibbyand

Rees（1971）はりわZosZom"、Ｐ/io工加セルカリアを

観察し，第２中間宿主への付着に関係するであろうと述

べている．肺吸虫セルカリアにおいても著者ら（1980）

が述べたように，分泌された粘液物質とともに新宿主へ

の吸着あるいは宿主侵入後寄生部位への移動に関係して

いると考えられる．

住血吸虫セルカリアの感覚乳頭については，Short

andCartrett(1973),SakamotoandIshii(1978）らの報

告により種間に明らかな差異が見出されている．しか

し，今回までに調べた日本産肺吸虫セルカリアの感覚乳

頭の配列はＳＥＭレベルの観察で配列パターンに個体

差が出てくるので，これを種別標徴の一つとするにはな

お検討の必要がある．感覚乳頭の微細形態はＰ・ｗ（肥後

ら，1980）と同じである．比較的長い線毛を持つ乳頭が

体前方部に多くみられる．これはＬｏｅＺａＺ．（1975）が

Ａ"OPoaocoZyJeZCPo〃sセルカリアで報告している長い

線毛を持つ乳頭と似ており，Ｌｏらが述べているように

遊出の際rheoreceptorとして機能している可能性があ

り，ＢｉｂｂｙａｎｄＲｅｅｓ（1971）もＤ､ｐｈｏ工伽について

同じ報告をしている．ＰａｇｅｅＺａＺ.（1980）はＲｉＭ７ｏ/α

、αγ〃セルカリアに５種の感覚乳頭を観察し，これら

がほとんど口吸盤周辺部に集中していることから，新宿

主に寄生する際にchemoreceptor，tangoreceptorとし

て機能していると推測している．肺吸虫セルカリアの場

合も，口吸盤周辺部の多くの乳頭が新宿主への転換の際

に同じ機能を果していることが考えられる．

口吸盤周辺部の乳頭には，線毛を取り囲むcollarと線

毛の間から棒状突起物が出ているのがみられるが，これ

と同じものが口吸盤及び腹吸盤を帯状に群生して取り囲

んでいる．この構造物はＫ`ｉｅ(1971)，Loetα/，（1975）

がそれぞれ⑰090"o/`esujUわα,WS及びＡ／GPO〃Ｓ

セルカリアの口吸盤に認めている．肺吸虫では口吸盤，

腹吸盤にみられ，その内側に小型皮疎がみられるが，こ

れらがともに吸盤における吸着に関係すると思われる．
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ＨＩＲｏｏＨＩＧＯＡＮＤＹｏＩｃＨＩＩＳＨＩＩ

(DepαγZｍｅ"ｔｑ/ＰαγαSitoZogy，ＦａｃＨＪｔｙｑ／Ｍｅａ/c伽，

ＫｙｚＭ〃Ｕ力iue7siZy，Ｆ"ﾉｈＭα８１２，Ｊ`Ｗ"）

CercariaeofPa7ago"〃"ｓｏ/Zかα/，Ｐ・iJoAts"e"e"ｓｉｓａｎｄＰ．〃yα之α肱werestudiedby

scanningelectronmicroscopy（SEM）todiHerentiatethespinestructuresamongthreespeciesand

P・ｚＵｅｓｔｅｒｍα"ｉｄｅｓｃｒｉｂｅｄｂｙＨｉｇｏｅｔａＺ.（1980)．

Ｐａ７ａｇｏ"imzJscercariaearecoveredwithｔｗｏｔｙｐｅｓｏｆｓｐｉｎｅｓ，large-sizedonesofover2lum

inleｎｇｔｈａｎｄｓｍａｌｌｏｎｅｓｌｅｓｓｔｈａｎｌｌｕｍ、Ｔｈｅｆｏｒｍｅｒａｒｅｐｒｅｓｅｎｔｉｎｔｈｅａｎｔｅｒｏdorsalextremity，

theposteriorregionoforalsucker，thesurroundingofventralsucker，theposteroventralextremity

andthｅｔｉｐｏｆtaiLLargeonesattheposteroventralextremityvaryinsizeandshape，amongthe

fourspecies，ＴｈｅｓｉｚｅｏｆｔｈｅｓｐｉｎｅｓｏｆＰ．ｏ/Ｚｉ７ａｉａｎｄＰ，iZoAfs"e"e"ｓｉｓｉｓｌａｒｇｅｒｔｈａｎＰ・zuesZe7‐

"α"i，ａｎｄｔｈｅｆｏｒｍｅｒｓｈａｐｅｉｓｌｉｋｅａｔｈｉｃｋｔhorn，whilethelatterisslendererexcepｔａｔｔｈｅｂａｓｅ・

ＴｈｅｓｐｉｎｅｓｏｆＰ、ｍｉｙａｚａ賊ｉｎｔheposteroventralextremityshowmiddlecharacteristicsbetween

thesetwogroupsExceptfortheselarge-sizedspines，therearefewdifferencesinspinestructures

amongthefourspecies，Sensorypapillaearearrangedsymmetricallyandmorefrequentlyobserved

aroundtheoralsuckeroHowever，becauseofindividualvariations，itisdiHiculttodeterminethe

patternofthedistributionofthesepapｉｌｌａｅｂｙＳＥＭ．

（５）
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Figs・l-4SEMmicrographsofthewholebodyandtheanteriorregions，ＬＰＯ：dorsalviewofthe

wholebody．×７２０．２．Ｐ．ｏ：ventralviewofthewholebody。×８００．３．Ｐ．ｍ：dorsolateralsurface
oftheanteriｏｒｒｅｇｉｏｎ．×２，２５０．４．Ｐ、m9ventrolateralsurfaceoftheanteriorregion．×１，９９０．

Figs、５－１０SEMmicrographsoflongspines、５．Ｐ．ｏ：Ｉｏｎｇｓｐｉｎｅｓａｔｔｈｅａｎｔｅｒｉｏｒｅｎｄｏｆｔｈedorsal

surface．×３，０００．６．Ｐ．ｏ：longspinesintheposteriorregionoftheoralsucker．×４，５００．７．Ｐ．ｉ：

samepositionasFig、６．×４，５００．８．Ｐｍ：ｓａｍｅｐｏｓｉｔｉｏｎａｓＦｉｇ、６．×４，５００．９．Ｐ．ｏ：ｌｏｎｇｓｐｉｎｅｓ
ａｒｏｕｎｄｔｈｅｖｅｎｔｒａｌｓｕｃｋer．×４，０００．１()．Ｐ．ｍ：ｓａｍｅｐｏｓｉｔｉｏｎａｓＦｉｇ、９．×４，０００．
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Figs、11-16SEMmicrographsoflongspines、１１.Ｐ．ｍ：posteroventralregionwithlongspines．×

１，８８０．１２．Ｐｉ：ｓａｍｅｐｏｓｉｔｉｏｎａｓＦｉｇ、１１．×１，２００．１３．Ｐ．ｍ：ｌｏｎｇspinesattheposteroventral

regioｎ．×５，２５０．１４．Ｐ．ｉ：ｓａｍｅｐｏｓｉｔｉｏｎａｓＦｉｇ、１３．×５，６３０．１５．Ｐ．ｏ：ｓａｍｅｐｏｓｉｔｉｏｎａｓＦｉｇ，１３．×

５，２５０．１６．Ｐ．ｏ；dorsolateralviewoftail．×3,750．Aciliatedpapillaisseeninthedorsalsurfaceof

thetail．（Ａｒrow)．

Figs，17-20SEMmicrographsofpapillae，１７．Ｐ．ｏ：ciliatedpapillaewithcollarsandswellingsof

tegument．×8,500．Ｏｎｅｈａｓａｓｈｏｒｔｃｉｌｉｕｍ．（Ａｒrow)．ｌ８Ｐ．ｉ：ciliatedpapillaearoundtheoralsuck．

er・×7,500．Sometuberclessurroundtheciliumandmanyarearoundtheoralsucker、１９．Ｐ．ｏ；

ciliatedpapillaewithoutcollar(arrow)intheanterodorsalregion．×4,500.20．Ｐ．ｉ：sixdomedpapil‐
laearoundtheventralsucker．×４，５００．

Abbreviations

P．ｏ：Ｐａｒαgo"z、"ｓｏ/zかαi・Ｐ．ｉ：Ｐａｒａｇｏ刀加zJsiZo戈ts"e"e"siＳ．Ｐ．、：Ｐａ７ａｇｏ"zmzJsmzjﾉα之α肱．
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